祖師の遺訓 by 細川 行信
祖
師
 
の
遺
訓
行
信
は
じ
め
に
 
古
く
よ
り
「
棺
を
蓋
い
て
事
さ
だ
ま
る
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ 
れ
る
が' 
事
実
わ
た
く
し
に
は
、
祖
師
・
親
鸞
聖
人
の
事
ど
も
を 
偲
ぶ
と
き
、
何
か
し
ら
殊
更
に
、
こ
の
『
晉
書
』
劉
毅
伝
に
載
せ 
ら
れ
る
「
丈
夫
蓋
“
棺
事
方
定
」
の
一
句
が
想
い
起
さ
れ
る
。
こ
れ 
に
つ
い
て
『
親
鸞
伝
絵
』
の
最
終
段
、
す
な
わ
ち
文
永
九
年
の
廟 
堂
造
立
を
述
べ
た
あ
と
「
此
時
に
当
て
聖
人
相
伝
の
宗
義
い
よ
い 
よ
興
じ
、
遺
訓
ま
す
ま
す
盛
こ
と
頗
在
世
の
昔
に
越
た
り
」
(
専 
修
寺
本
に
よ
る)
と
あ
り
、
聖
人
の
滅
後
、
そ
の
宗
義
が
遺
弟
た 
ち
に
よ
り
、
さ
ら
に
は
今
日
ま
で
既
に
七
百
年
余
り' 
と
も
か
く 
も
伝
統
相
続
さ
れ
て
き
た
事
は
、
ま
こ
と
に
聖
人
九
十
年
の
真
価 
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
云
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
ご
と
く
『
伝
絵
』
に
は
「
宗
義
」
と
共
に 
「
遺
訓
」
と
い
う
事
が
載
せ
ら
れ
る
が' 
実
は' 
こ
の
遺
訓
に
っ 
い
て
は
、
い
ま
ま
で
余
り
考
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 
『
伝
絵
』
研
究
の
基
礎
を
ひ
ら
い
た
恵
空
講
師
は
「
遺 
訓
ト
ハ
総
ジ
テ
ー
代
ノ
教
勧
、
別
シ
テ
ハ
六
巻
ノ
文
類
也
」
(
御 
伝
絵
視
聴
記)
と
、
わ
ず
か
に
抽
象
的
な
説
明
し
か
施
さ
れ
ず' 
く
だ
っ
て
昭
和
十
四
年
の
大
谷
派
安
居
に
お
い
て' 
日
下
先
生
は 
『
本
願
寺
聖
人
伝
絵
講
要
』
の
な
か
で
「
聖
人
在
世
中
の
教
化
を 
如
信
上
人
を
初
め
直
弟
等
の
耳
の
底
に
残
し
た
る
遺
訓' 
並
に
聖 
人
著
述
の
漢
和
の
聖
教
等
す
べ
て
を
さ
す
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら 
れ
、
こ
こ
で
は
、
如
信
上
人
を
は
じ
め
聖
人
の
遺
弟
を
注
意
さ
れ 
た
け
れ
ど
も' 
遺
訓
そ
の
も
の
の
具
体
的
内
容
に
わ
た
っ
て
は
、
 
同
じ
く
何
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
『
伝 
絵
』
の 
「
遺
訓
」
と
併
せ
考
う
べ
き
は
、
同
じ
く
覚
如
上
人
が 
『
報
恩
講
式
』
で
「
遺
訓
絶
幾
程
」
と
記
さ
れ
、
 
の
ち
に
蓮
如
上 
人
が
右
の
『
講
式
』
に
よ
っ
て
「
御
遺
訓
ま
す
ま
す
さ
か
ん
に
し 
て
」
と
『
御
俗
姓
御
文
』
に
書
か
れ
た
こ
と
は' 
そ
の
「
遺
訓
」 
が
、
た
だ
『
教
行
信
証
』
を
は
じ
め
聖
人
撰
述
の
聖
教
と
し
た
だ
け 
で
は
、
あ
ま
り
に
も
漠
然
た
る
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
50
私
は' 
と
く
に
『
口
伝
鈔
』
や
『
改
邪
鈔
』
に
載
せ
ら
れ
る
「
祖 
師
の
遺
訓
」
が
、
宗
祖
・
親
鸞
聖
人
の
遺
さ
れ
た
教
訓
で
あ
る
事 
は
勿
論
、
そ
れ
が
ま
た
先
学
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
「
祖
師
ト
云
ハ 
元
祖
也
」
(
法
海
の
口
伝
鈔
講
義
四)
と
釈
す
べ
き
と
こ
ろ
に
、
浄 
土
門
の
伝
統
に
た
つ
真
宗
念
仏
者
の
立
場
が
あ
り
、
そ
の
立
場
に 
お
い
て
自
ら
遵
守
す
べ
き
教
誡
が' 
当
然
な
く
て
は
な
ら
な
い
で 
あ
ろ
う
。
そ
し
て' 
そ
れ
は
遺
弟
達
に
よ
っ
て
伝
持
さ
れ
る
べ
き 
「
遺
訓
」
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
事
に
関
し
て' 
と
く 
に
親
鸞
聖
人
の
遺
弟
の
多
く
が
「
斗
ナ
カ
ノ
ヒ
ト
ヒ
ト
」
で
「
ア 
サ 
マ
シ
キ
愚
癡
キ
ワ
マ
リ
ナ
キ
」(
唯
信
鈔
文
意
・
一
念
多
念
文
意
の 
奥
書)
と
こ
ろ
の
人
達
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
教
誡
は
恐
ら 
く
具
体
的
な
も
の
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に 
私
な
り
に
推
理
す
れ
ば' 
か
か
る
遺
訓
の
違
背
と
護
持
を
め
ぐ
っ 
て' 
真
宗
教
団
の
展
開
が
窺
え
る
よ
う
で' 
こ
う
し
た
視
点
で
の 
「
遺
訓
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
一
『
親
鸞
伝
絵
』
と
『
報
恩
講
式
』
は' 
覚
如
上
人
(
一
ニ
七
〇 
〜
一
三
五
一)
が
若
き
日' 
満
二
年
に
及
ぶ
東
国
巡
見
よ
り
帰
洛 
し
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
最
初
に
撰
述
さ
れ
た
『
講
式
』
と
、
 
つ
い
で
二
十
六
歳
の
十
月
に
書
か
れ
た
『
伝
絵
』
(
初
稿
本)
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
遺
訓
」
と
共
に
「
遺
弟
」
の
言
葉
に
お
い
て
、
 
祖
師
の
遺
訓
を
ま
も
る
門
弟
を
の
べ
て
あ
る
こ
と
は' 
い
か
に
も 
純
粋
な
祖
師
聖
人
へ
の
追
慕
報
恩
の
情
が
、
一
入
つ
よ
く
感
じ
ら 
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
『
講
式
』
に
は
、
三
段
に
分
っ
て
徳
を
述 
べ
る
う
ち
、
第
一
の
「
讃­
一
真
宗
興
行
徳­
」
の
な
か
で
「
自
行
化 
他
守
一
一
道
綽
遺
誡
ハ 
専
修
専
念
任
一-
善
導
古
風-
」
と' 
真
宗
の
伝 
統
精
神
を
あ
か
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
道
綽
遺
誡
」
が 
念
仏
こ
そ
時
機
相
応
の
教
法
で
あ
り
、
そ
の
念
仏
を
自
信
教
人
信 
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
「
善
導
古
風
」
の
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
、
 
こ
う
し
た
伝
統
は
聖
道
門
に
対
す
る
浄
土
門
と' 
そ
の
専
修
念
仏 
者
の
基
本
的
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
法
然
上
人
は 
こ
の
立
場
に
お
い
て
浄
土
宗
を
開
か
れ
、
『
選
択
集
』
の
初
め
に 
「
道
綽
禅
師
、
立
二
聖
道
・
浄
土
二
門
ハ
而
捨
二
聖
道
一
正
帰
ニ
浄
土
一 
之
文
」(
教
相
章
、
延
応
元
年
開
板
本
に
よ
る)
の
一
章
を
か
か
げ' 
終
り
に
善
導
の
『
観
経
疏
』
を
あ
げ
「
仰
討
一
一
本
地-
者
、
四
十
ハ 
願
之
法
王
也' 
十
劫
正
覚
之
唱
有
“
憑
一
一
于
念
仏
ハ 
俯
訪
ー-
垂
迹-
者 
専
修
念
仏
之
導
師
也
」
(
結
勧)
と
結
ば
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て 
実
は' 
そ
の
こ
ろ
「
専
修
念
仏
者
」
と
呼
ば
れ
た
吉
水
の
浄
土
宗 
教
団
は
、
外
に
男
女
・
貴
賤
を
簡
ば
な
い
門
戸
と
し
て
開
放
さ
れ 
っ
つ
も' 
内
に
は
道
綽
・
善
導
の
教
誡
を
守
る
べ
き
と
こ
ろ
に' 
そ
の
本
来
的
意
義
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
法
51
然
上
人
は
極
め
て
端
的
に
「
本
願
の
念
仏
に
は' 
ひ
と
り
だ
ち
さ 
せ
て
助
を
さ
さ
ぬ
也
」
と
も
、
「
現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は' 
念
仏 
の
申
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
べ
し
」
と
も' 
あ
る
い
は
「
衣
食
住
の
三 
は
、
念
仏
の
助
業
也
」
(
和
語
燈
五)
な
ど
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ 
る
が' 
さ
ら
に
は
「
信
を
ば
ー
念
に
む
ま
る
と
信
じ
て
、
行
を
ば 
一
形
に
は
げ
む
べ
し
」(
行
状
絵
図
一
ニ)
と' 
行
(
念
仏)
と
信 
(
本
願)
の
関
係
を
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
選
択
集
』 
の
な
か
よ
り
私
な
り
に
う
か
が
う
と' 
と
く
に
『
五
会
法
事
讃
』 
の
「
彼
仏
因
中
立
一
ー
弘
誓
ハ 
聞"
名
念
“
我
総
迎
来
、
不
“
簡
ー
一
ー
貧
窮 
将
一-
富
貴
ハ 
不
“
簡
ー
一
卞
智
与
一
一
高
オ
ハ 
不
“
簡
ー-
一
多
聞
持-
浄
戒
ハ 
不" 
簡
ー
一
破
戒
罪
根
深
ハ
但
使
一
一
廻
“
心
多
念
仏
ハ
能
令
一-
瓦
礫 
変
成
“
金
」 
(
本
願
章
に
記
載)
に
よ
っ
て' 
亠
め
ら
ゆ
る
外
面
的
な
差
別
を
こ
え 
て
、
念
仏
が
普
遍
の
法
で
あ
る
事
を
教
え
、
ま
た
『
散
善
義
』
の 
「
不
“
得
”
外
現
ー
ー
賢
善
精
進
之
相-
内
懐
”
虚
仮
コ
(
三
心
章
に
記 
載)
に
も
と
づ
い
て'
外
相
を
飾
り
内
心
を
偽
る
機
に
つ
い
て
厳 
し
く
誡
め
る
。
か
く
の
如
く'
法
然
上
人
は
道
綽
・
善
導
の
伝
統
に
も
と
づ
き 
念
仏
者
の
依
る
べ
き
教
誡
を
明
示
さ
れ
た
が' 
し
か
し' 
上
人
に 
お
け
る
持
戒
堅
固
と' 
さ
ら
に
上
人
門
下
の
急
速
な
増
加
は' 
行 
と
信
、
外
儀
と
内
心
の
関
係
に
つ
い
て
迷
い
と
惑
い
を
生
じ' 
こ 
れ
が
た
め
に
一
念
往
生
と
多
念
往
生
、
造
悪
無
碍
と
賢
善
精
進
の
偏
執
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
て
、
こ
の
法
然
上
人
在 
世
中
に
お
け
る
問
題
は' 
つ
い
で
上
人
滅
後
、
 
そ
の
門
下
に
残
さ 
れ
た
重
要
な
課
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
、
門
下
の
一
人 
と
し
て
親
鸞
聖
人
は' 
『
選
択
集
』
の
核
心
を
顕
わ
す
べ
く
、
ひ 
た
す
ら
報
恩
謝
徳
の
心
情
に
お
い
て
『
教
行
信
証
』
を
撰
述
さ
れ 
さ
ら
に
は
聖
覚
・
隆
寛
な
ど
先
輩
の
著
わ
し
た
『
唯
信
鈔
』
・
『
ー
 
念
多
念
分
別
事
』
・
『
自
力
他
カ
事
』
・
『
後
世
物
語
』
を
熟
読
・
書 
写
し
、
つ
い
で
『
唯
信
鈔
文
意
』
や
『
一
念
多
念
文
意
』
を
撰
述 
さ
れ
た
こ
と
は' 
ひ
と
え
に
上
人
の
遺
訓
を
ま
も
り' 
そ
の
教
誡 
に
随
訓
し
て
ゆ
か
れ
た
も
の
と
窺
知
さ
れ
る
。
今
こ
れ
に
つ
い
て 
は
、
前
出
の
『
五
会
法
事
讃
』
と
『
散
善
義
』
の
両
文
を' 
『
唯 
信
鈔
』
を
通
し
て
更
に
徹
底
・
深
化
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
も
、
よ 
く
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
聖
人
は
、
法
照
の
『
五 
会
法
事
讃
』
の
文
が
実
の
と
こ
ろ
、
慈
愍
の
『
般
舟
三
昧
経
』
に 
依
っ
て
作
ら
れ
た
讃
文
に
あ
る
事
を
明
瞭
に
す
る
と
共
に
「
具
縛 
凡
夫
，
屠
沽
下
類
」
(
聞
持
記)
の
語
を
用
い
ら
れ
て
、
か
か
る 
「
レ
ウ
シ
・
ア
キ
人' 
サ
マ
ザ
マ
ノ
モ
ノ
ハ
、
ミ
ナ
、
イ
シ
・
カ 
ワ
ラ
・
ツ
ブ
テ
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
ル
、
ワ
レ
ラ
ナ
リ
」
(
唯
信
鈔
文
意) 
と' 
み
ず
か
ら
の
問
題
に
お
い
て
感
受
さ
れ
る
。
こ
の
事
は' 
さ 
ら
に
『
散
善
義
』
の
文
に
つ
い
て
も' 
周
知
の
ご
と
く
『
教
行
信 
証
』
を
は
じ
め
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
・
『
愚
禿
鈔
』
な
ど
に
「
不4
52
得
一
一
一
外
現
ー
一
賢
善
精
進
之
相-
内
懐
一
一
虚
仮-
」(
教
行
信
証
・
信
巻)
と 
返
点
・
送
り
仮
名
を
施
さ
れ' 
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
「
ア
ラ
ハ 
ニ
カ
シ
コ
キ
ス
ガ
タ
、
善
人
ノ
カ
タ
チ
ヲ
ア
ラ
ワ
ス
コ
ト
ナ
カ
レ
・ 
精
進
ナ
ル
ス
ガ
タ
ヲ
シ
メ
ス
コ
ト
ナ
カ
レ
ト
ナ
リ
、
ソ
ノ
ユ
へ
ハ 
内
懐
虚
仮
ナ
レ
バ
ナ
リ
」
と
述
べ
ら
れ
た
が' 
実
は
恩
師
上
人
の 
教
え
を
、
こ
の
よ
う
に
身
を
以
て
徹
底
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
ま
こ
と 
に
敬
虔
な
念
仏
者
の
姿
勢
が
偲
ば
れ
る
。
①
こ
こ
で
結
勧
の
文
を
あ
げ
た
の
は
、
大
含
述
『
報
恩
講
式
講
義
』 
下
に
よ
る
。二
吉
水
の
教
団
が
急
速
に
大
き
く
な
る
と' 
お
の
ず
と
、
そ
の
な 
か
か
ら
専
修
に
名
を
か
り' 
本
願
に
事
よ
せ
て
、
放
逸
無
慚
な
行 
為
を
す
る
も
の
も
輩
出
し' 
た
め
に
聖
道
門
よ
り
厳
し
い
非
難
を 
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
法
然
上
人
は' 
念
仏
者
と
し 
て
遵
守
す
べ
き
制
誡
と
し
て
「
七
箇
条
起
請
」
を
定
め' 
聖
道
門 
諸
宗
の
智
者
に
対
し' 
浄
土
門
念
仏
者
に
お
け
る
愚
者
の
立
場
を 
明
示
さ
れ
た
。
し
か
も' 
こ
れ
に
つ
い
て' 
上
人
は
「
我
烏
帽
子 
キ
ヌ
法
然
房
也' 
黒
白
不"
知
童
子
如
是
非
み"
知
無
智
者
也
」(
西 
宗
要
四)
と
い
わ
れ
、
み
ず
か
ら
「
十
悪
法
然
房
」
・
「
愚
癡
ノ 
法
然
房
」
(
和
語
燈
五)
と
申
さ
れ
、
ま
た
常
の
仰
せ
に
「
愚
癡
ニ
カ
ヘ
ル
」
と
も
「
愚
者
ニ
ナ
ル
」
と
も
云
わ
れ
る
と
共
に
、 
ざ 
ら
に
は
「
源
空
は
智
徳
を
も
て
人
を
化
す
る
猶
不
足
也
、
 
法
性
寺 
の
空
阿
弥
陀
仏
は
愚
癡
な
れ
ど
も' 
念
仏
の
大
先
達
と
し
て
返
て 
化
導
広
し' 
我
も
し
人
身
を
受
ば
大
愚
癡
の
身
を
受' 
念
仏
勤
行 
の
人
た
ら
ん
」(
行
状
絵
図
四
ハ)
と
念
じ
ら
れ
た
と
伝
え
る
。
し 
か
る
に
今' 
「
制
誡
」
の
第
一
・
第
二
条
に
注
意
さ
れ
る
如
く
、
 
も
し
「
愚
人
」
の
分
際
を
守
ら
な
い
場
合' 
そ
こ
に
は
諸
宗
を
誹 
謗
し
好
ん
で
靜
論
を
お
こ
す
事
と
な
る
。
か
く
て' 
こ
れ
ら
を
含 
め
て' 
広
く
七
箇
条
の
制
法
に
背
く
者
は
「
是
非-
一
予
門
人-
魔
眷 
属
也' 
更
不
。
可
一­
ー
来
ー
ー
草
庵
ー
」
と
誌
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
七
箇
条
の
「
制
誡
」
に
指
摘
す
る
靜
論
に
つ
い
て 
上
人
の
「
没
後
遺
誡
」
中
「
葬
家
追
善
事
」
に
は
「
遺
弟
同
法
等 
全
不"
可
ー
ー
ー
群
一
一
会
一
所
一
也' 
其
故
何
者
、
雖
一
ー
ー
復
似
ー
ー
和
合
ハ 
集
則 
起
一
一
闘
靜
ハ 
此
言
誠
哉' 
甚
可
一
一
謹
慎
ハ 
若
然
者
我
同
法
等' 
於ー一 
我
没
後
ハ 
各
住
各
居' 
不"
如
一
一
ー
不
ー
ー
会
ハ 
闘
靜
之
基
由' 
集
会
之 
故
也' 
羨
我
弟
子
同
法
等
、
各
閑
住
一-
本
在
之
草
庵
ハ
苦
可
ー
ー
ー
祈
ー
ー 
我
新
生
之
蓮
台
ハ 
努
々
群
一
一
居
一
页 
莫
・
致
一
壽
論­
起
”
忿
怨
丄
有
一- 
知
一-
恩
志
一
之
人
、
 
毫
末
不
一-
一
可
一-
違
ー
者
也
」 
と
し
て
、
 
追
善
報
恩 
に
は
念
仏
を
修
し
て
自
行
化
他
す
べ
き
旨
を
遺
言
さ
れ
た
。
こ
こ 
に
お
い
て
、
師
上
人
を
「
ヨ
キ
ヒ
ト
」
と
し
て
信
順
さ
れ
る
親
鸞 
聖
人
は
、
、師
の
滅
後' 
こ
の
「
遺
誡
」
に
も
と
づ
い
て
伝
道
さ
れ
53
た
事
は
、
ま
こ
と
に
必
然
的
な
成
り
行
き
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
こ
れ
に
つ
い
て
『
拾
遺
古
徳
伝
』
に
は
「
善
信
聖
人
も
勅
免
の
う 
え
は' 
や
が
て
帰
京
あ
る
べ
き
に
て
は
ん
べ
り
け
る
ほ
ど
に' 
聖 
人
(
こ
こ
で
は
法
然
を
指
す!
!
筆
者
註)
入
洛
の
の
ち
い
く
ば
く 
な
ら
ず
し
て
入
滅
の
よ
し
き
こ
え
け
れ
ば' 
古
京
に
か
え
り
て
も 
な
に
か
せ
ん
、
し
か
じ
師
訓
を
ひ
ろ
め
て
滅
後
の
化
儀
を
た
す
け 
ん
に
は
と
て
、
い
そ
ぎ
も
の
ぼ
り
た
ま
は
ず
、
東
関
の
さ
か
い
こ 
こ
か
し
こ
に
お
ほ
く
星
霜
を
ぞ
か
さ
ね
た
ま
ひ
け
る
」
(
九)
と 
前
記
の 
「
遺
誡
」
に
し
た
が
い' 
「
師
訓
」
を
弘
通
す
る
た
め 
「
事
の
縁
」
(
敬
重
絵
詞
ー)
に
よ
っ
て' 
東
国
へ
移
ら
れ
た
事 
情
が
窺
知
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で' 
右
の
『
古
徳
伝
』
は' 
覚
如
上
人
が
法
然
上
人
の 
徳
行
と
化
導
を
九
巻
の
伝
記
に
ま
と
め' 
正
安
三(
一
三
〇
一)
年 
す
な
わ
ち
三
十
二
歳
の
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、 
そ
れ
が
僅
か
十 
七
日
間
で
出
来
た
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
手
許
に
『
西
方
指
南
抄
』 
や
『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
(
一
ニ
九
六
年
・
顕
智
書
写)
が
あ
っ
た 
事
は
既
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
資
料
の
ー 
っ
で
あ
る
『
伝
法
絵
』
に
は
、
『
古
徳
伝
』
に
載
る
「
沙
弥
随
蓮
」 
が
聞
い
た
師
法
然
上
人
の
「
念
仏
は
様
な
き
を
様
と
す
る
な
り
」 
と 
「
念
仏
は
義
な
き
を
義
と
す
」
と
の
仰
せ
に
対
し
て' 
た
だ 
「
や
う
な
き
を
や
う
と
す
」
と
の
み
伝
え
る
。
し
か
し' 
そ
の
少
し
前
の
と
こ
ろ
に
は
、
勝
尾
寺
に
お
け
る
聖
覚
法
印
の
唱
導
に
っ 
い
て' 
両
書
と
も
同
文
に
て
「
そ
れ
愚
癡
に
か
へ
る
と
い
ふ
は' 
法
蔵
比
丘
の
昔
の
時
成
就
衆
生
の
願
を
た
て
給
し
お
り' 
す
べ
て 
罪
障
深
重
の
た
ぐ
ひ' 
濁
世
末
代
の
愚
鈍
の
や
か
ら' 
生
死
の
尽 
期
な
か
ら
む
事
を
ふ
か
く
想
て' 
五
劫
思
惟
の
室
の
う
ち
に
、
観 
念
坐
禅
布
施
持
戒
等
の
わ
づ
ら
は
し
き
諸
の
行
を
さ
し
お
き
て
、
 
易
行
易
修
の
称
名
を
も
て
本
願
と
し
て
、
普
く 
一
切
の
下
機
に
応 
じ
給
へ
り
」
と
「
愚
癡
に
か
へ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明 
し
、
そ
の
後
お
な
じ
く
「
た
だ
信
じ
て
行
ず
る
ほ
か
に
は
義
な
き 
を
も
て
義
と
す
」
と
「
浄
土
の
機
は
愚
癡
に
か
へ
る
」
と
、
ま
さ 
し
く
浄
土
門
に
お
け
る
基
本
的
理
念
が' 
法
と
機
の
両
面
に
お
い 
て
明
記
さ
れ
て
あ
る
事
は' 
と
く
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち' 
か
つ
て
「
制
誡
」
と
「
遺
誡
」
に
示
さ 
れ
た
法
然
上
人
の
教
誡
は
、
こ
こ
に
「
愚
癡
に
か
へ
る
」
の
還
愚 
と
「
義
な
き
を
義
と
す
」
の
無
義
為
義
と
い
う
、
 
二
つ
の
端
的
な 
表
現
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て' 
親
鸞
聖
人
は
生 
涯
、
こ
の
師
の
仰
せ
を
身
を
以
て
実
践
さ
れ
た
こ
と
は
、
つ
い
で 
聖
人
の
遺
弟
た
ち
に
よ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
「
祖
師
の
遺
訓
」 
と
し
て
念
持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
 
田
村
円
澄
著
『
法
然
上
人
伝
の
研
究
』
三
六
〜
三
ハ
頁
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三
覚
如
上
人
の
著
述
中' 
前
に
あ
げ
た
『
報
恩
講
式
』
・
『
親
鸞 
伝
絵
』
と
『
拾
遺
古
徳
伝
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
若
い
時
代
に
書
か 
れ
た
も
の
に
は
、
法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
へ
の
共
通
し
た
讃
仰
と 
伝
承
が
ゝ
自
然
な
感
情
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に 
比
較
し
て
、
の
ち
に
本
廟
が
本
願
寺
と
し
て
寺
院
化
さ
れ
て
以
後 
の
も
の
に
は
、
新
し
い
教
団
づ
く
り
を
目
標
に
、
当
時
の
異
義
邪 
説
に
対
し
て
、
祖
師
相
伝
の
教
義
を
故
意
に
明
確
化
す
る
意
図
が 
み
ら
れ
る
事
は' 
時
代
の
流
れ
の
上
で
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な 
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、 
と
く
に
上
人
五
十
七
歳
の
『
執
持
鈔
』
か 
ら
、
六
十
二
歳
の
『
口
伝
鈔
』
に
つ
い
で
六
十
八
歳
の
『
改
邪 
鈔
』
に
お
い
て
「
曾
祖
師
」
の
黒
谷
(
法
然)
よ
り
「
祖
師
」
の 
本
願
寺
(
親
鸞)
へ
、
さ
ら
に
「
先
師
」
の
大
網
(
如
信)
へ
の 
い
わ
ゆ
る
「
三
代
伝
持
」
の
血
脈
を
漸
次
あ
き
ら
か
に
し
て
ゆ
か 
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ゝ
こ
れ
ら
著
書
の
内
容
を
う
か
が
う
場
合
、
 
上
人
に
お
け
る
本
願
寺
の
権
威
化
と
い
う
前
提
条
件
に
お
い
て
、 
浄
土
宗
な
い
し
真
宗
諸
派
へ
の
批
判
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 
い
。
か
か
る
事
態
の
な
か
で
、
『
口
伝
鈔
』
に
は
「
祖
師
の
遺
訓
」 
に
悖
る
者
の
あ
っ
た
こ
と
が
ゝ
次
の
よ
う
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
る
。
 
聖
光
ひ
じ
り
鎮
西
に
し
て
お
も
へ
ら
く
、
み
や
こ
に
世
も
て
智
恵
第
ー
と
称
す
る
聖
人
を
は
す
な
り
、
な
に
ご
と
か
は
侍
る
べ
き
、
わ
れ 
す
み
や
か
に
上
洛
し
て
、
か
の
聖
人
と
問
答
す
べ
し
、
そ
の
と
き
、
 
も
し
智
恵
す
ぐ
れ
て
、
わ
れ
に
か
さ
ま
ば
、
わ
れ
ま
さ
に
弟
子
と
な 
る
べ
し
、
ま
た
問
答
に
か
た
ば
、
か
れ
を
弟
子
と
す
べ
し
と
、
し
か 
る
に
、
こ
の
慢
心
を
空
聖
人
権
者
と
し
て
御
覧
ぜ
ら
れ
け
れ
ば
、
い 
ま
の
ご
と
く
に
御
問
答
あ
り
け
る
に
ゃ
、
か
の
ひ
じ
り
、
わ
が
弟
子 
と
す
べ
き
事
、
橋
た
て
て
も
を
よ
び
が
た
か
り
け
り
と
慢
憧
た
ち
ま 
ち
に
く
だ
け
け
れ
ば
、
師
資
の
礼
を
な
し
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
二
字 
を
さ
さ
げ
け
り
、
両
三
年
の
の
ち
、
あ
る
と
き
、
か
ご
負
か
き
お
い 
て
聖
光
坊
、
聖
人
の
御
前
へ
ま
い
り
て
、
本
国
恋
慕
の
こ
こ
ろ
ざ
し 
あ
る
に
よ
り
て
鎮
西
下
向
つ
か
ま
つ
る
べ
し
、
い
と
ま
た
ま
は
る
べ 
し
と
申
す
、
す
な
わ
ち
、
御
前
を
ま
か
り
た
ち
て
出
門
す
、
聖
人
の 
た
ま
は
く
、
あ
た
ら
修
学
者
が
も
と
ど
り
を
き
ら
で
ゆ
く
は
と
よ
と
、
 
そ
の
御
こ
ゑ
、
は
る
か
に
み
み
に
い
り
け
る
に
ゃ
、
た
ち
か
へ
り
て 
申
て
い
は
く
、
聖
光
は
出
家
得
度
し
て
と
し
ひ
さ
し
、
し
か
る
に
本 
鳥
を
き
ら
ぬ
よ
し
、
お
ほ
せ
を
か
う
ぶ
る
ヽ
も
と
も
不
審
、
こ
の
お 
ほ
せ
耳
に
と
ま
る
に
よ
り
て
、
み
ち
を
ゆ
く
に
あ
た
は
ず
、
こ
と
の 
次
第
う
け
た
ま
は
り
、
わ
き
ま
へ
ん
が
た
め
に
か
へ
り
ま
い
れ
り
と 
云
々
、
そ
の
と
き
聖
人
の
た
ま
は
く
、
法
師
に
は
み
つ
の
も
と
ど
り 
あ
り
、
い
は
ゆ
る
勝
他
・
利
養
・
名
聞
こ
れ
な
り
、
こ
の
三
箇
年
の 
あ
ひ
だ
、
源
空
が
の
ぶ
る
と
こ
ろ
の
法
文
を
し
る
し
あ
つ
め
て
随
身 
す
、
本
国
に
く
だ
り
て
人
を
し
え
た
げ
む
と
す
、
こ
れ
勝
他
に
あ
ら 
ず
や
、
そ
れ
に
つ
き
て
、
よ
き
学
生
と
い
は
れ
ん
と
お
も
ふ
、
こ
れ 
名
聞
を
ね
が
ふ
と
こ
ろ
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
て
檀
越
を
の
ぞ
む
こ
と
55
所
詮
利
養
の
た
め
な
り
、
こ
の
み
つ
の
も
と
ど
り
を
そ
り
す
て
ず
ば 
法
師
と
い
ひ
が
た
し
、
仍
さ
申
つ
る
な
り
と
云
々
、
そ
の
と
き
、
聖 
光
房
改
悔
の
色
を
あ
ら
は
し
て
、
負
の
そ
こ
よ
り
お
さ
む
る
と
こ
ろ 
の
抄
物
ど
も
を
と
り
い
で
て
、
み
な
や
き
す
て
て
、
ま
た
い
と
ま
を 
申
て
い
で
ぬ
、
し
か
れ
ど
も
、
そ
の
餘
残
あ
り
け
る
に
ゃ
、
っ
ゐ
に 
お
ほ
せ
を
さ
し
を
き
て
、
口
伝
を
そ
む
き
た
る
諸
行
往
生
の
自
義
を 
骨
張
し
て
自
障
障
他
す
る
事
、
祖
師
の
遺
訓
を
わ
す
れ
諸
天
の
冥
慮 
を
は
ば
か
ら
ざ
る
に
や
と
お
ぼ
ゆ
、
か
な
し
む
べ
し
、
お
そ
る
べ
し
。
(
中
巻) 
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
条
は
出
家
の
身
と
し
て
外
相
の
「
も
と
ど 
り
」
は
な
く
と
も' 
要
は
内
心
に
あ
る
「
み
つ
の
も
と
ど
り
」
こ 
そ
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は(
聖
光
房
弁
長
の
歴
史
的 
事
実
は
と
も
か
く)
勝
他
と
利
養
と
名
聞
の
三
つ
を
捨
て
る
事
が
で 
き
ず
、
そ
の
た
め
ゝ
口
伝
に
背
き
自
義
を
骨
張
す
る
こ
と
を
「
祖 
師
の
遺
訓
を
わ
す
れ
」
た
も
の
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
。
そ
し 
て
、 
こ
こ
で
三
つ
の
髻
と
し
て
表
わ
さ
れ
た
勝
他
・
利
養
・
名
聞 
の
語
拠
は
、
す
で
に
先
学
も
指
摘
す
る
如
く
『
増
一
阿
含
経
』
に 
も
と
め
ら
れ
る
が
、
ま
た
『
涅
槃
経
』
に
は
「
聞
不
具
足
」
の
文 
を
釈
し
て
「
為
二
論
議
一
故'
為
二
勝
他
一
故' 
為
二
利
養
一
故' 
為
二 
諸
有
一
故
」(
北
本
三
六
、
南
本
三
二)
と
、
先
の
三
つ
の
う
ち
勝
他 
と
利
養
が
あ
げ
ら
れ
る
が' 
こ
の
文
は
ま
た 
『
教
行
信
証
』 
の 
信
・
化
両
巻
に
夫
々
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
広
義
よ
り
す
れ
ば
、
『
浄
土
論
註
』
に
は
「
三
種
鄆
导
」(
下
・
名
義
摂 
対)
と
し
て
、
そ
の
前
に
説
か
れ
る
「
智
恵
」
・
「
慈
悲
」
・
「
方 
便
」
に
違
背
す
る
「
我
心
貪
一
一
着
自
身­
」
・
「
無
安
衆
生
心
」
・
 
「
供
二
養
恭
三
敬
自
身
一
心
」
の
三
つ
の
我
執
心
に
も
関
連
せ
し
め 
て
領
解
で
き
よ
う
。
つ
ぎ
に
『
改
邪
鈔
』
で
は' 
更
に
当
時
の
邪
義
に
対
し
、
所
破 
の
篇
目
二
十
ヶ
条
を
列
挙
し
て
厳
し
く
非
難
を
加
え
る
が
ゝ
今
、
 
こ
の
う
ち
「
遺
訓
」
に
そ
む
く
と
こ
ろ
の
条
々
を
ゝ
い
さ
さ
か
繁 
に
わ
た
る
が
左
に
抄
録
し
て
み
よ
う
。
㈠
仏
法
示
誨
の
恩
徳
を
恋
慕
し
仰
崇
せ
ん
が
た
め
に
、
三
国
伝
来 
の
祖
師
先
徳
の
尊
像
を
図
絵
し
安
置
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
た
つ
ね 
の
こ
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
は
祖
師
聖
人
の
御
遺
訓
と
し
て
、
た
と 
ひ
念
仏
修
行
の
号
あ
り
と
い
ふ
と
も
、
道
俗
男
女
の
形
牀
を
面
 々
各
々
図
絵
し
て
所
持
せ
よ
と
い
ふ
御
を
き
て
、
い
ま
だ
き
か
ざ
る 
と
こ
ろ
な
り
。 
(
第
二
条) 
㈡
 
祖
師
の
お
ほ
せ
に
も
、
そ
れ
が
し
は
ま
た
く
弟
子
一
人
も
も
た 
ず
、
そ
の
ゆ
へ
は
弥
陀
の
本
願
を
た
も
た
し
む
る
ほ
か
は
、
な
に 
ご
と
を
を
し
へ
て
か
弟
子
と
号
せ
ん
、
弥
陀
の
本
願
は
仏
智
他
力 
の
さ
づ
け
た
ま
ふ
と
こ
ろ
な
り
、
し
か
れ
ば
み
な
と
も
の
同
行
な 
り
、
わ
た
く
し
の
弟
子
に
あ
ら
ず
と
云
々
、
こ
れ
に
よ
り
て
ヽ
た 
が
ひ
に
仰
崇
の
礼
義
を
た
だ
し
く
し
昵
近
の
芳
好
を
な
す
べ
し
と 
な
り
、
そ
の
義
な
く
し
て
あ
ま
さ
へ
悪
口
を
は
く
条
こ
と
ご
と
く
56
㈣ ㈢
祖
師
先
徳
の
御
遣
訓
を
そ
む
く
に
あ
ら
ず
や
。
 
(
第
四
条) 
祖
師
聖
人
御
在
世
の
む
か
し
、
ね
ん
ご
ろ
に
一
流
を
面
授
口
決 
し
奉
る
御
門
弟
達
、
堂
舎
を
営
作
す
る
ひ
と
な
か
り
き
、
た
だ
道 
場
を
ば
す
こ
し
人
屋
に
差
別
あ
ら
せ
て
小
棟
を
あ
げ
て
つ
く
る
べ 
き
よ
し
ま
で
御
諷
諫
あ
り
け
り
、
中
古
よ
り
こ
の
か
た
、
御
遺
訓 
に
と
を
ざ
か
る
ひ
と
び
と
の
世
と
な
り
て
、
造
寺
土
木
の
く
は
だ 
て
に
お
よ
ぶ
条
、
仰
に
違
す
る
至
り
、
な
げ
き
お
も
ふ
と
こ
ろ
な 
り
、
し
か
れ
ば
、
造
寺
の
と
き
義
を
い
ふ
べ
か
ら
ざ
る
よ
し
の
怠 
状
、
も
と
よ
り
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
題
目
た
る
う
へ 
は
、
こ
れ
に
ち 
な
ん
だ
る
誓
文
、
と
も
に
も
て
し
か
る
べ
か
ら
ず
、
す
べ
て
事
数 
ヶ
条
に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
違
変
す
べ
か
ら
ざ
る
儀
に
を
い
て
厳 
重
の
起
請
文
を
同
行
に
か
か
し
む
る
こ
と
、
か
つ
は
祖
師
の
遺
訓 
に
そ
む
き
、
か
つ
は
宿
縁
の
有
无
を
し
ら
ず
、
无
法
の
沙
汰
に
に 
た
り
。 
(
第
九
条) 
そ
れ
本
願
の
三
信
心
と
云
は
至
心
・
信
楽
・
欲
生
こ
れ
な
り
、
 
ま
さ
し
く
願
成
就
し
た
ま
ふ
に
は
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念 
と
ら
と
け
り
、
こ
の
文
に
つ
い
て
、
凡
夫
往
生
の
得
否
は
乃
至
ー 
念
発
起
の
時
分
な
り
、
こ
の
と
き
願
力
を
も
て
往
生
決
得
す
と
云 
は
、
則
ち
摂
取
不
捨
の
と
き
な
り
、
も
し
観
経
義
に
よ
ら
ば
安
心 
定
得
と
い
へ
る
御
釈
、
こ
れ
な
り
、
ま
た
小
経
に
よ
ら
ば
一
心
不 
乱
と
と
け
る
、
こ
れ
な
り
、
し
か
れ
ば
祖
師
聖
人
御
相
承
弘
通
の 
一
流
の
肝
要
、
こ
れ
に
あ
り
、
こ
こ
を
し
ら
ざ
る
を
も
て
他
門
と 
し
、
こ
れ
を
し
れ
る
を
も
て
御
門
弟
の
し
る
し
と
す
、
そ
の
ほ
か
、
 
か
な
ら
ず
し
も
外
相
に
を
い
て
一
向
専
修
行
者
の
し
る
し
を
あ
ら
は
す
べ
き
ゆ
へ
な
し
、
し
か
る
を
、
い
ま
文
証
を
た
づ
ね
あ
き
ら 
む
る
に
を
よ
ば
ず
、
た
だ
自
由
の
妄
義
を
た
て
て
信
心
の
沙
汰
を 
さ
し
を
き
て
、
起
行
の
篇
を
も
て
、
ま
づ
雑
行
を
さ
し
お
き
て
正 
行
を
修
す
べ
し
と
す
す
む
と
云
々
、
こ
れ
を
も
て
一
流
の
至
要
と 
す
る
に
ゃ
、
こ
の
条
、
総
じ
て
は
真
宗
の
廃
立
に
そ
む
き
、
別
し 
て
は
祖
師
の
御
遺
訓
に
違
せ
り
。 
(
第
一
五
条) 
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
列
記
し
た
四
つ
の
資
料
は
、
 
文
中
そ
れ
ぞ 
れ
に
「
祖
師
聖
人
の
御
遺
訓
」
・
「
祖
師
先
徳
の
御
遺
訓
」
・
「
祖 
師
の
遺
訓
」
・
「
祖
師
の
御
遺
訓
」
と
載
せ' 
そ
の
遺
訓
に
照
ら 
し
て' 
そ
の
こ
ろ
横
行
し
た
「
絵
系
図
」
・
「
同
行
自
専
」
，
「
造 
寺
土
木
」
，
「
起
行
専
修
」
な
ど
の
異
義
邪
計
を
批
判
す
る
も
の 
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
資
料㈣
の
終
り
に
「
総
じ
て
は
真
宗
の
廃 
立
に
そ
む
き' 
別
し
て
は
祖
師
の
御
遺
訓
に
違
せ
り
」
と
あ
る
ー 
節
は
、
と
く
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
、
今
こ
れ
を
前
後
に
二
分
し 
て
考
え
る
と
き
、
前
の
「
総
じ
て
は
真
宗
の
廃
立
」
と
い
う
の
は 
道
綽
・
善
導
の
伝
統
に
も
と
づ
く
念
仏
者
の
依
る
べ
き
教
誡
に
相 
当
し' 
後
の
「
別
し
て
は
祖
師
の
御
遺
訓
」
と
い
う
事
は
、
そ
の 
教
誡
の
上
に
立
っ
た
聖
人
身
証
の
教
訓
と
し
て
領
解
す
る
こ
と
が 
出
来
よ
う
。
以
上
、
『
口
伝
鈔
』
・
『
改
邪
鈔
』
に
よ
り
「
祖
師
の
遺
訓
」 
に
関
す
る
資
料
を
あ
げ
て
み
た
が' 
実
は
か
か
る
資
料
に
よ
っ
て
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そ
こ
に
浄
土
門
念
仏
者
の
基
本
的
理
念
と
真
宗
門
徒
の
本
来
的
姿 
第
で
あ
る
。
勢
を
、
わ
た
く
し
な
り
に
出
来
る
だ
け
具
体
的
に
窺
っ
て
み
た
次 
①
澄
玄
述
『
口
伝
鈔
丁
酉
記
』
(
真
宗
大
系
本
ハ
〇
頁)
執筆者住所が掲載されているため 
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